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会議録 令和 5年 12 月 14 日(木) 場 所 3階 第 5研修室

会 議 名：第 1回議会改革調査特別委員会

出席委員：平野委員長、廣瀬副委員長、東出委員、竹田委員、新井田委員、安齋委員

相澤委員、吉田委員

欠席委員：なし

会議時間 午後 3時 30 分～午後 3 時 39 分

事 務 局 片 桐、福 田

開 会

１．正副委員長選任

竹田仮委員長 これより、議会改革調査特別委員会を開会いたします。

委員会条例第 9 条第 2 項の規定により、委員長が選出されるまで、年長の委員である私

竹田が進行を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

ただいまの出席議員は 8名でございます。

よって、委員会条例第 14 条の規定による委員定足数に達しておりますので、会議は成立

いたしました。

ただちに本日の会議を開きます。

それでは、委員長の選出についてを議題といたします。

委員長の選出については、立候補も含め他薦、推薦でもよろしいです。

まず委員長をやってみたい。このような方がおりましたら挙手をお願いしたい。

平野委員。

平野委員 平野です。今立候補を許される旨のお話を聞きましたので、お話をさせていた

だきたいと思います。

私自身、前回の議会改革特別委員会でも多くの改革案を出して、時には他の自治体の事

例等を見て、我が町にそぐわない、偏った改革案も提案してきました。それらのことを踏

まえまして、この特別委員会の立ち位置として私はどのようにと考えたときに、一委員と

して多岐にわたって改革案を出すのではなく、委員長だからといって、もちろん意思を出

さないというわけではありませんけども、よりみなさんからの声を聞いて、それを取りま

とめる立ち位置になりたいと思い、許されるのであれば、立候補させていただきたいと思

います。

竹田仮委員長 ほかないですか。

ただいま平野委員から立候補の届け出がありました。ほかに立候補する方がいないよう

ですから、委員長に平野委員を決定したいと思いますが、みなさんご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）
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それでは議会改革調査特別委員会委員長に平野委員で決定いたしました。

それではここで仮委員長の役を下ります。平野委員、委員長席へ。

平野委員長 暫時休憩としたします。

休憩 午後 3時 35 分

再開 午後 3時 35 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。

先ほど休憩のなかでも申し上げましたが、私平野が議会改革調査特別委員会の委員長の

に選出されました。

それでは次に副委員長の選出を議題といたします。どのように副委員長を決めたら良い

かみなさま方からご意見をいただきたいと思います。

東出委員 委員長一任。

平野委員長 委員長一任という声がありましたが、よろしいですかそれで。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 3時 36 分

再開 午後 3時 36 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。

ただいま休憩中に、副委員長として委員長をサポートしてくれる方をお願いしましたと

ころ、廣瀬委員。議運の委員長でもありますし、適任の副委員長だと思いますので、廣瀬

委員に副委員長をお願いしたいと思いますが、みなさんよろしいでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

ありがとうございます。

その他なにかございますでしょうか。なければ事務局から報告がございます。

片桐事務局長 第 2回の特別委員会、こちらを 12 月 21 日午後 1時から開催します。

この日、午前 10 時からモニターさんとの意見交換会があります。そのテーマとして、半

年間議員活動を見てこられましたモニターさんの現在考えている議員定数や報酬について

の意見交換会を行いたいと思っています。

第 2 回の特別委員会のなかで、案件として出てきますのが、次の 1 月 17 日と 20 日に行

います議会懇談会。これの各班の役割ですね。例えば進行を誰がやるとか、挨拶のなかで

モニターさんの意見を踏まえての挨拶。

そして一番大事なことが、議員のみなさんの意識合わせになります。住民のみなさんか

ら何か質問があったときに、バラバラの答えだとまずいと思いますので、一定程度の意識

合わせは必要かなと思いますので、そこら辺の意識合わせの会議というふうに考えてくだ

さい。

平野委員長 もろもろの確認などありましたら後日事務局に聞いていただければと思いま

す。まずをもって今日のところは第１回の議会改革調査特別委員会を閉会します。

ごくろうさまでした。
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傍 聴：なし

報 道：函館新聞

議会改革調査特別委員会

委員長 平 野 武 志


